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ヨハネの黙示録 1 章 1 節～3 節 イエス・キリストの黙示。この黙示は、すぐにも起 

こるはずのことを、神がその僕たちに示すためキリストにお与えになり、そして、キリス

トがその天使を送って僕ヨハネにお伝えになったものである。ヨハネは、神の言葉とイエ

ス・キリストの証し、すなわち、自分の見たすべてのことを証しした。この預言の言葉を

朗読する人と、これを聞いて、中に記されたことを守る人たちとは幸いである。時が迫っ

ているからである。 

 

 『ヨハネの黙示録』の冒頭は「イエス・キリストの黙示」という言葉で始まっている。

「黙示」はギリシア語で「アポカリュプシス」と言い「啓示・暗示」とも訳せる。意味は

「隠されていたことを神が露わにすること、象徴などにより暗黙の中に意思、秘儀を表示

すること」である。ユダヤ人は宗教表現において、「黙示文学」というジャンルを形成し

ていた。天変地異、奇妙な生き物などを描き、神が人間になさる業を視覚的、絵画的に伝

える方法である。黙示は隠されていた真理を明らかにすることであるが、読者には明瞭に

理解されないことが少なくない。だから、勝手に解釈し、誤解と混乱を招くことがある。

しかし、黙示的表現を理解する人は、その意図を的確に捉えたものと思える。 

 ヨハネ黙示録は、1 世紀の終わり頃、ローマ皇帝に即位したドミティアヌス帝によって、

キリスト者たちが組織的に迫害された時代に書かれた書簡である。この歴史的背景がヨハ

ネ黙示録の性格を決定している。キリスト者たちは迫害を受けているが、神は彼らを守り、

導いてくださる。そして、終わりの日には、輝かしい勝利を与えてくださる。だから、迫

害に耐え、信仰を全うしなさいという勧めの言葉を中核としている。その時、黙示文学的

な表現は極めて有効な手段であった。迫害している者には理解できないが、迫害を受けて

いるキリスト者たちは黙示的表現から神意を理解し、慰めと励ましを得たのである。当時

のキリスト者たちが置かれていた緊迫した歴史状況を理解して、黙示録を読むと、著者の

伝えたいことが分かってくる。 

ローマは、黙示録では「バビロン」と記され、イエスを主と告白するキリスト者たちに、

皇帝礼拝を要求し、血なまぐさい迫害を加える反キリストの首都である。著者ヨハネが手

紙を送った諸教会は、ローマ帝国の崩壊を切望し、神の裁きに基づくキリスト者の救いを

強く待望していた。ヨハネは、神が今から起こそうとしていることをキリストに伝え、キ

リストは天使を通して、神の僕である自分に伝えたとして、天使から聞いた神の言葉とキ

リストの証しと自分が見た全てのことを、黙示録に記し、迫害に苦しむキリスト者たちに

伝えた。ヨハネはユダヤ人キリスト者で、信頼されていた預言者のような人物である。 

ヨハネが見た出来事は、十字架につけられた主イエスが天上において即位され、神に敵

対するあらゆる諸力に対し神の裁きが下され、永遠の救いを約束する神が勝利されたこと

の証しである。ヨハネは高らかに神を賛美し、究極的な救いを得るキリストの再臨はすぐ

に迫っていると、終わりの日の近いことを告げている。彼は自分が伝えた預言の言葉を朗

読する人と、これを聞いて守る人たちとは幸いであると言い、迫害に晒されているが、キ

リストは勝利し、再臨されて、神による裁きと、全き救いの時が迫っていると、黙示録を

書き始めている。教会で回覧して、読むようにとして書かれた手紙の体裁を取っている。

キリスト者たちは、これを聞いて、キリストへの信仰を燃やしたのである。 


